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普通′卜麦とTriticumTimopheeviの自然戻し雑種について

渡辺好郎・首足幸一郎・斎藤省三

（東北農試盛岡試験地）

筆者等はTriticumTimopheeviを赤銃病抵抗性の

給源として用い，これと栽培′ト麦との種間雑種を作って

いるが，両者のFlは完全白組不稔を呈するためF2の拉

得は望めない．しかし袋をかけずに自然状態で放置する

と若干の着粒をみることがある．これらは大部分用臥こ

ある栽培小麦の花粉が飛来して生じた所謂自然戻し雑種

（Natllralback・CrOSSedplantS，以下NBFlと記す）

であると思われる．1954年春，7組合せのFlについて各

組合せ20～30穂に袋をかけて自租を強制し他は自然授粉

に任せたところ，いづ九の組合せも白組では全く者粒し

なかったが，自然授粉では株当り3～10粗平均4．7粒

の着粒がみられた（第1衷）．1955年，別の8組合せの

Flについて同様な操作を行ったところ前年と時々同じ

結果が得られた（第2表）．初年度の7組合せのFlに

由来した次代植物中より任意に選んだ若干個体について

MIの対合より2n数を換算したところ．第3表のごと

く2m＝36より2m＝42に亘る種々の染色体数を示す個

体が見出された．これを既報したBFl（遺雑29（5，6）：

215～222．1954）と比較するとモードが2n＝39から40

に移り，前回1個体しかみられなかった2n＝42の個体

が8個体に増加しているが．染色体数の変異の巾は時々

87

同じ範囲内に含まれている．ALLARD（1949）は10，000

小作以上を白殖させて俺か5粒のF2（0．05％）を得て

いるが，それらの染色体数はすべて2m＝42あるいは

それ以上（45，46，49）であったことから推しても，これら

の植物は大部分NBFlであるとみなしてもよいかと思

う・組合せにより，また同一組合せでも年次によって蒼

粒数に差のあるのはその個体群の栽植された圃場環境，

すなわち栽培品種からの距離の遠近・風向・開花期の差

等に由来するものであろう．

さて染色体数を異にするもの各1個体（但し2m＝42

を示したものの中からは5個体）を選んでMIにおける

染色体の接合型とその頻度を調べたところ，第4表のご

とく接合型は極めて変異に富み．多価染色体と一価染色

体がどの個体にも頻繁に観察された．2m＝42を示した

上記5個体について更に詳しく接合状態を調べたところ

（第5表），NBF1－4の個体が二価染色体，しかも両

端で親く接合した二価染色体が他の個体よりも多く．一

価染色体は逆に5個体中最も少くなっていることが明か

にされた．多価接合はほとんど見られない．稔性も全個

体中巌も高く，このものの次代には21Ⅱを形成する核学

的に安定した個体の出現が期待される．

第1表　Fl（栽培小麦×T．Timopheevi）の組合せ別自然薯粒数（1954年）
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第2表　Fl（栽培小麦×T・Timopheevi）の組合せ別自然着粒数（1955年）
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第3表　NBFlの2n数の変異（BFlとの比較）

第4表　染色体数を異にするN月Fl若干個体の染色体接合型とその頻度
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＊　この個体に甚しいChromosomemoSaiCが観察された．

第5衰　2m＝42を示したNBF15個体の染色体接合状態


